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南筑後地域営農推進協議会畜産研究会は１２月６日、管内の酪農後継者を対

象に研修会を開催し、関係機関を含め８名の参加がありました。 

本研修会では県農業共済組合八女家畜診療所の獣医師を講師に招き、「乳牛に

おける周産期疾病について」と題した講演と、開発メーカーより酪農分野で活

用できる ICT 技術として、「牛群管理システム」等について製品とサービスを

紹介していただきました。 

乳牛は分娩して初めて泌乳するため、分娩前後に発症する周産期疾病は大き

な問題です。発症するとその後の乳生産に影響するため、講師からは発症予防

や兆候のチェック方法、対処方法についてアドバイスがありました。 

参加者は、日頃は時間の制約で十分できなかった獣医師との質疑ができ、ICT

技術の活用が、確実な発情発見や疾病の早期発見等につながり経営ロスを未然

に防ぐ一方策であることが理解されたと思われます。 

飼料高騰や社会情勢の変動により経営は厳しくなっています。後継者にとっ

ては、経営上のロスをいかになくしていくか考える機会になったと思われます。 

普及指導センターでは、今後も酪農後継者の飼養管理技術等の早期習得を目

指した支援に取り組んでいきます。 

 

 

ICT 技術の紹介 獣医師による講義 


